
＜別紙様式＞ 

岐阜県地域学校協働活動事例報告書 
  
◆市町村名           ◆本部名（類似の仕組を含む） 
 
 

 
◆組織図                                  ◆推進員等人数 

 
 
 
 

◆活動の対象となる学校 
 
 
 
◆推進員等（コーディネーター）の立場・活動 
 
 
 
 
 
 
 
◆活動の内容 

内 容 実施 主な協力団体 等 
場 所 

授業内 授業外 地域 

①学びによるまちづくり・地域課題学習・
郷土学習（自然体験活動） 

○ ＣＳ河合っ子ＴＨＥ ＦＵＴＵＲＥ ○ ○ ○ 

②地域の行事、ボランティア活動 ○ ＣＳ河合っ子ＴＨＥ ＦＵＴＵＲＥ ○ ○ ○ 

③学校に対する協働活動（安全、防災、 
環境整備など） 

○ ＣＳ河合っ子ＴＨＥ ＦＵＴＵＲＥ ○ ○ ○ 

④学習支援（地域未来塾、放課後子ども 
教室） 

 
    

⑤家庭教育支援活動      

⑥スポーツ・部活動支援      

⑦その他（       ）      
 
◆活動保険 

 有・無 料 金 保 険 名 

児 童 生 徒 有 ８９０円 イベント保険 

推進員・ボランティア等  有 ８９０円 イベント保険 
 
◆活動の工夫や効果 

◆問い合わせ先 

 

 有無 人数 

地域学校協働活動推進員 ○ ３ 

コーディネーター   

学習支援員   

協働活動支援員 〇 ２ 

協働活動サポーター   

その他ボランティア   

担当課・係 
飛騨市教育委員会 

生涯学習課 

連 絡 先 0577-73-7495 

 

河合小学校地域学校協働活動推進員は元教員や保護者など様々な立場の３名で構成されており、
学校活動部と地域活動部に分かれて活動している。学校活動部は学校における授業協力及び配信授
業の設営や準備などを行っている。地域活動部は自然体験活動を中心とした活動の支援を行ってい
る。また、本部の代表、各部長はそれぞれ役職として学校運営協議会にも所属しているため、学校運
営協議会と地域学校協働本部の一体的な協働活動を推進することが可能となっている。 

飛騨市立河合小学校 

飛騨市 河合小学校地域学校協働本部 

学校運営協議会と地域学校協働本部が連携し、地域
の魅力発信を目的として「河合っ子マルシェ」を実施し
ている。子どもたちは学校の授業で河合町の魅力や地
域資源等について学び、実際にモノや地域の人に接し
ながら魅力を発信することの大切さに気付いた（ふる
さと学習）。同時に、地域学校協働活動として、地元の
方よりモノを売ることについて学び、商品価格の設定
や販売方法、効果的な魅力発信の仕方などについて自
分たちで考え、商品開発も行った。（金銭教育を含む）。 
マルシェでは実際に自分たちで開発した商品の販売

をするほか、ＰＲとして野草茶の試飲等も提供した。 
子どもたちが自ら考え取り組む姿は、学校が掲げる

目指す姿そのものである。学校と地域が「河合っ子から
河合びとへと育て、地域の担い手をつくる」という共通
の願いをもち、河合っ子マルシェ等の活動を、保護者の
協力を得ながら推し進めることで、子どもたちの地域
貢献意欲や自己有用感が高まってきている。 
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河合小学校 

学校運営協議会 

(CS 河 合 っ 子 

THE FUTURE) 

学校評議員 

振興事務所長 

保育園長等含め 

   計１１名 

河合小学校 

地域学校協働本部 

 

 

 

 
 

各活動部長含め 

計３名 

学校 

活動部 地域 

活動部 


